
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日  令和２年２月２８日                   

都市名・国  福岡県朝倉市・日本                     

 

取組の名称 あまぎ・たちあらいをめぐるキッズフィールドワーク 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 □自治体 □ＮＧＯ ☑複合（朝倉市平和事業実行委員会） 

テーマ・目的 地域の戦争の歴史を知ってもらうことを通して戦争と平和について学ぶ。 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

市内の小学生３年生～６年生 １４名   保護者 ５名 

実施場所 大刀洗平和記念館、旧陸軍大刀洗飛行場跡、頓田の森等 

実施期間     令和元年１０月１２日～令和元年１０月１２日（１日間） 

取組の概要 

身近な地域に残る戦争の跡を実際に見て感じ、戦争と平和について考えてもらうためにフィールドワー

クを行った。 

 

 大刀洗平和記念館では、館内を見学し、戦争と平和についての映像資料と朗読を鑑賞した。ま

た、旧陸軍大刀洗飛行場周辺の戦跡や、頓田の森の見学を行った。説明は実行委員会メンバーが

行った。 

※朝倉市平和事業実行委員会…市民と朝倉市により構成された平和事業に取り組む団体。 

 

〇行程 

ピーポート甘木→大刀洗平和記念館→昼食→大刀洗公園→飛行隊井戸→監的壕→時計台跡→憲

兵分遣隊舎の煉瓦塀→頓田の森→ピーポート甘木 

参加者の反応 

（子どもの声） 

・実際にその場所に行くことで、爆弾の跡等からその時の様子が伝わってきた。 

・戦争の悲しみや苦しみが前より分かるようになった。 

（保護者の声） 

 ・子どもたちと一緒に学べたことがよかった。 

 ・子どもが自分から参加したいと言い、少しでも戦争について知りたいと思ってくれたことが

うれしかった。 

成果 

・身近な地域の戦争の歴史を学ぶことを通して、親子で戦争と平和について考える機会となっ

た。 

・参加した子どもたち同士で感想を話す等、交流を深めることができた。 

課題 

・より多くの人に参加してもらえるような広報に取り組む。 

取組で使用した素材について 

フィールドワークのしおりを作成した。説明文を穴あきにして、クイズ形式で楽しんでもらえるような

工夫をしたり、感じたことを自由に書いてもらうスペースをとった。 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

□掲載可能（素材を添付してください）   ☑掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大刀洗平和記念館を見学する        飛行隊井戸を見学する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監的壕にて説明を受ける          頓田の森にて説明を受ける 

 

 

 

 

 

 

 

 


